
公衆衛生学・疫学 

責任者・コーディネーター 地域包括ケア講座 岩渕 光子 教授 

担当講座・学科(分野) 衛生学公衆衛生学講座 

対 象 学 年 3 

区分・時間数 講義 22.5 時間  期 間 前期  

単 位 数 2 単位  

・学修方針（講義概要等） 

公衆衛生学は、保健・医療・介護・福祉を含むきわめて広範囲な学問である。それぞれに対応した法

律があり、法体系について学ぶことも大切である。また、医療・介護に至らないようにする予防医学

も公衆衛生学の重要な役割である。分野別には、地域保健、母子保健、学校保健、産業保健、食品保

健等がある。それぞれの分野での多様な疾病の疫学的な特徴と予防方法について学び、そのエビデン

スを提供する疫学についての知識と技法を習得する。 

・教育成果（アウトカム） 

1. 健康状況の把握方法、生活習慣や労働による疾病予防の方法論、施策、行政との関連を学ぶことに

より、疾病予防の重要性について説明できる。 

2. 疫学研究方法論を学ぶことにより、環境と健康の相互関連を説明できる。 

3. 疫学研究成果を学ぶことにより、生活習慣と健康の関連の重要性を説明できる。 

4. 将来、保健師として社会に関わる際の保健医療制度、保健活動の基本的な仕組みについて学ぶこと

により、社会における予防の重要性について説明できる。 

 

【学位授与方針と当該授業科目との関連】 

ディプロマ・ポリシー：3，4，7 

・到達目標（SBO） 

1. 予防の概念について説明できる。 

2. 主要疾患の動向について説明できる。 

3. 世界の保健問題について解説できる。 

4. 保健、医療、福祉の制度について説明できる。 

5. 栄養・運動・休養と健康の関連について説明できる。 

6. 喫煙・飲酒の健康影響について説明できる。 

7. 学校保健の概略について説明できる。 

8. 環境保健の概略について説明できる。 

9. 産業保健の概略について説明できる。 



10. がん・循環器疾患の危険因子と予防方法について説明できる。 

11. 疫学の目的と手法について概略を説明できる。 

12. 母集団と標本について概略を説明できる。 

13. 誤差とバイアス、交絡について説明できる。 

14. 有病率、罹患率、相対危険、寄与危険を説明できる。 

15. 敏感度、特異度、陽性反応適中度、陰性反応適中度について説明できる。 

16. 臨床疫学の概略について説明できる。 

17. 年齢調整を直接法、間接法を用いて計算できる。 

18. 因果関係について説明できる。 

・授業日程 

（矢）マルチメディア教室 

【講義】 

月日 

(曜) 

時限 

講座(学科) 

担当教員 
授業内容/到達目標 

4/17 

(月) 

3 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 

公衆衛生学総論 

・予防の概念について説明できる 

4/28 

(金) 

1 限  

衛生学公衆衛生学講座 

下田 陽樹 助教 
主要疾患とその動向 

・主要疾患の動向について説明できる 

5/8 

(月) 

2 限  

衛生学公衆衛生学講座 

田鎖 愛理 講師 
学校保健 

・学校保健の概略について説明できる 

5/12 

(金) 

3 限  

衛生学公衆衛生学講座 

下田 陽樹 助教 

国際保健 

・世界の保健問題について解説できる 

5/15 

(月) 

3 限  

衛生学公衆衛生学講座 

田鎖 愛理 講師 
環境保健 

・地球環境、ごみ・廃棄物について説明できる 

5/19 

(金) 

3 限  

衛生学公衆衛生学講座 

田鎖 愛理 講師 
産業保健 

・産業保健の概略について説明できる 

5/26 

(金) 

3 限  

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
がん・循環器疾患の危険因子と予防 

・がん・循環器疾患の危険因子と予防方法について説明できる 

6/2 

(金) 

3 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
喫煙・飲酒と健康 

・喫煙・飲酒の健康影響について説明できる 



6/5 

(月) 

3 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
栄養・運動・休養と健康 

・栄養・運動・休養と健康の関連について説明できる 

6/9 

(金) 

2 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
疫学総論 

・疫学の目的と手法について概略を説明できる 

6/19 

(月) 

2 限 

衛生学公衆衛生学講座 

下田 陽樹 助教 
疫学指標 

・有病率、罹患率、相対危険、寄与危険を説明できる 

6/23 

(金) 

2 限 

衛生学公衆衛生学講座 

下田 陽樹 助教 
スクリーニングと臨床疫学 

・敏感度、特異度、陽性反応適中度、陰性反応適中度について説明できる 

6/26 

(月) 

1 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
誤差とバイアス 

・母集団と標本、誤差とバイアス、交絡について概略を説明できる 

7/7 

(金) 

2 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
年齢調整 

・年齢調整を直接法、間接法を用いて計算できる 

7/11 

(火) 

1 限 

衛生学公衆衛生学講座 

丹野 高三 教授 
因果関係論 

・因果関係について説明できる 

・教科書・参考書等 
教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教 公衆衛生が見える 2022 – 2023（第 5 版） 医療情報科学研究所 メディックメディア 2022 

参 公衆衛生マニュアル 2023 中村好一、他編 南山堂 2023 

参 標準保健師講座-別巻 2 疫学保健統計学（第 2 版） 牧本 清子、他著 医学書院 2015 

参 
国民衛生の動向 2022/2023（『厚生の指標』臨時

増刊号） 
厚生労働統計協会編 

厚生労働統

計協会 
2022 

・成績評価方法 

定期試験 100％にて評価する。 

  



・特記事項・その他 

【事前事後学修の具体的内容及び時間】 

シラバスに記載されている内容及び各回に配布提示される教科書・レジメを用いて事前学修（予習・

復習）を行うこと。各授業に対する事前事後学修の時間は最低 30 分を要する。本内容は全授業に対

して該当するものとする。授業ではモデル・コア・カリキュラムの内容に止まらず必要に応じて最新

の研究成果を教示する。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

授業の中で試験やレポートを課す場合は次回の授業で解説を行う。講義内容によっては、スライドの

説明を求めたり、ディスカッションを実施し、その内容の評価を行い、学生にフィードバックする。 

 

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則教育内容】 

保健師（別表 1）：疫学 

看護師（別表 3）：専門基礎分野 健康支援と社会保障制度 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  プロジェクター（VPL-FWZ60） 1  講義用スライド投影  

講義  書画カメラ（P-100） 1  講義用資料投影  

 


